
  
【
解
明
要
求
】

①
台
風
I5
号
に
お
け
る
Ｊ
R
東
海

で
の
設
備
等
の
被
害
状
況
は
。
②
台

風
I5
号
に
お
け
る
Ｊ
R
東
海
管
内
の

列
車
運
行
状
況
は
。
③
台
風
15
号
に

お
け
る
乗
客
の
避
難
誘
導
の
有
無
は
。

④
、
台
風
I5
号
に
伴
う
勤
務
の
取
り

扱
い
は
。
⑤
被
災
し
た
施
設
の
復
旧

見
込
み
に
つ
い
て
。
⑥
社
員
・
家
族

の
安
否
確
認
状
況
は
。
⑦
社
員
・
家

族
の
被
災
状
況
及
び
避
難
状
況
を
明

ら
か
に
。

「
大
規
模
自
然
災
害
等
の

異
常
時
対
応
に
つ
い
て
」

①
大
規
模
地
震
に
伴
う
大
津
波
警

報
が
発
令
さ
れ
た
際
の
各
危
険
地
域

の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
を
。

②
地
域
の
避
難
指
定
箇
所
の
周
知
徹

底
を
。
③
橋
梁
上
で
停
止
し
た
列
車

か
ら
の
避
難
誘
導
訓
練
の
実
施
を
。

④
自
然
災
害
等
で
、
長
時
間
停
電
と

な
っ
た
際
の
旅
客
サ
ー
ビ
ス
対
応
の

確
保
を
。
⑤
旅
客
配
布
用
の
非
常
食
、

飲
料
水
、
毛
布
等
を
常
備
す
る
こ
と
。

⑥
一
般
の
帰
宅
困
難
者
を
駅
構
内
や

駅
留
置
列
車
内
等
で
休
め
る
よ
う
に

開
放
す
る
こ
と
。
⑦
各
駅
員
等
に
対

し
、
列
車
運
行
状
況
や
運
転
再
開
見

込
み
等
の
情
報
伝
達
を
迅
速
に
行
え

る
体
制
を
。
⑧
地
震
や
台
風
等
の
自

然
災
害
に
よ
り
、
帰
宅
困
難
者
と
な
っ

た
社
員
に
対
し
て
、
仮
眠
場
所
、
毛

布
、
食
料
等
の
確
保
を
。
⑨
運
転
中

止
等
に
よ
り
、
長
時
間
乗
務
と
な
っ

た
乗
務
員
に
対
し
て
、
疲
労
度
合
を

十
分
考
慮
し
た
上
で
、
次
の
行
路
指

定
を
。
⑩
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
登
録

に
よ
る
個
人
情
報
保
護
管
理
の
徹
底

を
。
⑪
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
登
録
の

強
制
は
行
わ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
が
出
来
な
い
社

員
に
対
応
の
説
明
を
。

「
台
風
15
号
の
影
響
に
よ
る

身
延
線
の
運
行
に
つ
い
て
」

①
被
害
状
況
（
社
員
、
家
族
の
安

否
を
含
む
）
と
被
害
設
備
の
復
旧
見

込
み
に
つ
い
て
明
ら
か
に
。

②
芦
川
橋
梁
橋
台
裏
の
洗
堀
工
事
は

応
急
的
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
今
後

の
工
事
計
画
は
。
③
乗
務
員
勤
務
に

つ
い
て
明
ら
か
に
。
④
駅
社
員
・
運

輸
区
社
員
の
通
勤
方
及
び
勤
務
の
取

り
扱
い
つ
い
て
は
。
⑤
身
延
以
北

（
甲
府
方
面
）
で
運
行
し
て
い
る
車

両
の
仕
業
検
査
・
交
番
検
査
の
取
り

扱
い
を
明
ら
か
に
。
⑥
内
船
構
内
の

レ
ー
ル
検
測
車
は
、
他
箇
所
で
の
使

用
計
画
の
変
更
な
ど
が
生
じ
て
い
る
。

復
旧
す
る
ま
で
内
船
構
内
に
留
置
す

る
の
か
。
⑦
代
行
バ
ス
の
道
行
状
況

と
乗
車
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

⑧
代
行
バ
ス
乗
降
時
の
お
客
様
と
車

掌
の
安
全
を
確
保
さ
れ
た
い
。
⑨
災

害
時
の
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
変
更
が

あ
る
の
か
明
ら
か
に
。

①
台
風
15
号
に
お
け
る
社
員
・
家

族
の
被
災
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
②
台
風
15
号
に
お
け
る
列
車

運
行
状
況
に
つ
い
て
、
線
区
別
に
は
。

③
設
備
や
車
両
の
被
害
状
況
に
つ
い

て
、
線
区
別
に
。
④
長
時
間
抑
止
と

な
っ
た
列
車
の
旅
客
対
応
、
特
に
食

事
等
の
対
応
方
に
つ
い
て
は
ど
う
す

る
の
か
。
⑤
指
定
避
難
場
所
へ
の
旅

客
の
避
難
誘
導
状
況
に
つ
い
て
、
明

ら
か
に
。
⑥
労
基
法
33
条
適
用
と
な
っ

た
現
業
箇
所
と
期
間
に
つ
い
て
は
。

⑦
災
害
発
生
時
の
社
員
の
勤
務
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
。
特

に
出
勤
不
可
能
な
社
員
や
帰
宅
不
可

能
な
社
員
へ
の
対
応
方
、
長
時
間
連

続
勤
務
に
つ
い
た
社
員
へ
の
対
応
方

を
ど
う
な
る
の
か
。
⑧
２
０
０
０
年

の
東
海
豪
雨
や
２
０
０
８
年
の
ゲ
リ

ラ
豪
雨
で
の
対
策
や
教
訓
が
生
か
さ

れ
た
か
。
⑨
危
機
管
理
上
か
ら
の
、

今
後
の
対
策
と
教
訓
に
つ
い
て
明
ら

か
に
。
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新
幹
線
地
本
の
申
入
れ

国
労
東
海
国 鉄 労 働 組 合

東海エリア本部

東

京

都

港

区

新

橋

５

ー
15

ー

５

交
通
ビ
ル
３
階

発
行

責

任

者

渡

辺

良

成

編

集

責

任

者

細
木
義

孝

台
風
12
号
に
続
き
９
月
19
日
〜
22
日
の
台
風
15
号
に
よ
る
被
害
は
、
甚

大
な
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
東
海
内
で
も
長
時
間
の
列
車
の
運
転
見
合
わ

せ
や
社
員
の
勤
務
に
も
大
き
な
影
響
が
出
た
。
国
労
新
幹
線
・
静
岡
・
名

古
屋
の
３
地
本
は
被
災
状
況
と
今
後
の
対
策
な
ど
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
東
海
・

各
鉄
事
支
社
に
申
入
れ
を
行
な
っ
た
。
東
海
本
部
は
、
10
月
18
日
に
申
入

れ
を
行
う
。

東海本部と３地本が申入れ

東
海
本
部
の
申
入
れ

静
岡
地
本
の
申
入
れ

名
古
屋
地
本
の
申
入
れ
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連
合
は
10
月
４
日
、
都
内
で
定
期

大
会
を
開
き
、
古
賀
伸
明
会
長
が
冒

頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
今
後
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
「
最
終
的
に
は

原
子
力
に
依
存
し
な
い
社
会
を
目
指

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

連
合
は
こ
れ
ま
で
原
発
の
新
・
増

設
推
進
を
掲
げ
て
い
た
が
、
東
電
福

島
第
１
原
発
事
故
を
受
け
方
針
転
換

し
た
。

野
田
政
権
は
既
に
「
脱
原
発
依
存
」

の
方
針
を
表
明
。
民
主
党
最
大
の
支

持
母
体
で
あ
る
連
合
も
脱
原
発
に
か

じ
を
切
っ
て
、
足
並
み
を
そ
ろ
え
た

こ
と
に
な
る
。

古
賀
会
長
は
「
ひ
と
た
び
事
故
が

起
こ
れ
ば
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す

可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
現
実
の
も
の

と
し
て
知
っ
た
」
と
方
針
転
換
の
理

由
を
説
明
し
た

静
岡
県
牧
之
原
市
議
会
は
、
中
部

電
力
浜
岡
原
発
（
同
県
御
前
崎
市
）

の
永
久
停
止
を
求
め
る
決
議
案
を
９

月
26
日
の
議
会
で
可
決
し
た
。
決
議

案
は
、
福
島
第
1
原
発
事
故
を
受
け

て
、
「
『
原
発
は
安
全
で
あ
る
』
と

い
う
神
話
が
根
底
か
ら
崩
れ
去
っ
た
」

と
強
調
。
原
発
事
故
が
農
畜
産
物
な

ど
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
と
指
摘

し
、
「
確
実
な
安
全
・
安
心
が
将
来

に
わ
た
っ
て
担
保
さ
れ
な
い
限
り
、

（
浜
岡
原
発
を
）
永
久
停
止
に
す
べ

き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

西
原
茂
樹
市
長
も
本
会
議
で
「
直

下
型
の
東
海
地
震
が
起
き
る
可
能
性

が
高
く
、
永
久
停
止
は
譲
れ
な
い
」

と
表
明
し
た
。
県
、
御
前
崎
市
な
ど

中
部
電
と
安
全
協
定
を
結
ん
で
い
る

地
元
５
自
治
体
の
中
で
「
永
久
停
止
」

の
意
思
表
明
は
牧
之
原
市
が
初
め
て
。

東
北
電
力
が
２
０
２
１
年
度
運
転

を
目
指
す
浪
江
・
小
高
原
発
の
建
設

計
画
に
対
し
、
馬
場
有
浪
江
町
長
は

９
月
21
日
、
計
画
を
前
進
さ
せ
な
い

方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
福
島
第
１

原
発
事
故
を
受
け
、
桜
井
勝
延
南
相

馬
市
長
も
既
に
「
脱
原
発
」
を
打
ち

出
し
、
立
地
２
市
町
が
従
来
の
推
進

方
針
を
転
換
す
る
見
通
し
と
な
っ
た
。

 
中
部
電
力
浜
岡
原
発
が
立
地
す
る

海
岸
に
、
内
陸
へ
駆
け
上
が
る
津
波

の
高
さ
が
15
〜
20
メ
ー
ト
ル
の
津
波

が
押
し
寄
せ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

が
、
明
応
東
海
地
震
（
１
４
９
８
年
）

を
調
査
し
た
東
京
大
地
震
研
究
所
の

都
司
嘉
宣
（
つ
じ
よ
し
の
ぶ
）
准
教

授
（
地
震
学
）
の
分
析
で
分
か
っ
た
。

中
部
電
が
津
波
対
策
の
根
拠
と

し
て
い
る
最
大
想
定
遡
上
高
10
メ
ー

ト
ル
に
比
べ
、
１
・
５
〜
２
倍
の

高
さ
と
な
る
。
静
岡
市
で
開
か
れ

た
日
本
地
震
学
会
で
10
月
13
日
、

報
道
陣
に
明
ら
か
に
し
た
。

一
方
、
中
部
電
力
は
、
18
メ
ー

ト
ル
の
防
波
堤
の
建
設
で
安
全
確

保
と
い
う
趣
旨
の
資
料
を
関
係
自

治
体
の
全
戸
に
配
布
し
、
問
い
合

わ
せ
の
窓
口
も
設
け
た
。

浜
岡
原
発
・
津
波
予
測
は
電
力
会
社
の
想
定
超
え

脱
原
発
で
様
々
な
動
き

福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
、
原
発
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
め
ぐ
る

動
き
が
各
方
面
に
あ
る
。
連
合
は
、
大
会
で
脱
原
発
に
舵
を
切
っ
た
。

ま
た
、
地
震
と
津
波
と
原
発
破
壊
の
危
機
が
指
摘
さ
れ
る
浜
岡
原
発

に
つ
い
て
も
、
牧
之
原
市
議
会
が
永
久
停
止
の
決
議
を
し
た
。
一
方
、

原
発
を
増
や
す
東
北
電
力
に
対
し
、
地
元
の
自
治
体
が
反
対
を
明
ら
か

に
し
た
。
国
労
は
、
原
発
廃
止
に
向
け
、
原
発
立
地
地
域
や
原
発
廃
止

運
動
と
の
連
携
や
共
闘
な
ど
を
更
に
強
め
る
こ
と
に
な
る
。

連
合
が
脱
原
発
へ

牧
之
原
市
議
会

永
久
停
止
を
可
決

東
北
電
力
で
は

【ＪＲ東海】の山田佳臣社長は、9月15日の定例

記者会見で、「橋脚の一部が流出したＪＲ紀勢線熊

野市駅近くの陸橋が、十月上旬には仮復旧できると」

の見通しを明らかにした。ＪＲ西日本管内の新宮駅

の信号設備が復旧すれば、不通になっている熊野市

―新宮間での運転再開が可能になる。山田社長は、

「仮復旧で、速度制限しながら列車を通すことはで

きる。新宮まで運転再開したい」と述べた。(中日

新聞9月16日)

【ＪＲ西日本】は９月26日、台風12号の豪雨被害で

運休している紀勢線について、和歌山県内の紀伊勝

浦―新宮間の運行を年内に再開できるとの見通しを

発表した。新宮―熊野市（三重県）間もＪＲ東海が

新宮駅の構内整備を待って運行再開するとしており、

これにより同線全線で開通する。紀伊勝浦―新宮間

では、和歌山県那智勝浦町天満の那智川橋梁（きょ

うりょう）の一部が流出しており、ＪＲ西は26日、

復旧工事を開始。JR東海は新宮―熊野市間の井戸川

橋梁を10月上旬に復旧する予定(9月26日時事通信)

【国労】は、早期復旧と災害をくり返さない根本的

な対策が今後の課題であるとして、地域に根ざした

運動を進める。

紀勢線の復旧へ！ＪＲ各社は


